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宇
宙
船
地
球
号
の
乗
組
員
だ
と
私
た
ち
が
自
覚
し
て
か
ら

半
世
紀
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
で
、
私
た
ち
は
望

む
と
望
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
地
球
市
民
と
し
て
生
き

て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。
現
実
世
界
で
進
路
を
定
め
る
に

は
三
つ
の
軸
が
必
要
だ
。
二
〇
世
紀
を
牽
引
し
て
き
た
欧

米
ロ
・
国
際
機
関
、
躍
進
め
ざ
ま
し
い
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
地

域
で
あ
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
、
そ
し
て
私
た

ち
が
生
活
の
拠
点
と
す
る
日
本
。
異
な
る
視
角
を
統
合
し

て
判
断
す
る
力
が
い
ま
、
一
人
一
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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は
じ
め
に
―
―
な
ぜ
い
ま
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
な
の
か

学
会
誌
に
は
当
然
な
が
ら
査
読
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
存
在

す
る
。
査
読
を
通
じ
て
、
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ

し
い
論
文
か
ど
う
か
が
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
学
会
に
貢
献
し
う
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る

論
文
か
ど
う
か
だ
け
で
な
く
、
そ
の
学
会
で
共
有
さ
れ
る

「
知
」
と
認
識
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
鍵
と
な
る
。
そ
の
意
味

に
お
い
て
、
地
域
研
究
と
い
う
知
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る
こ
と
を
訴
え
る
本
企
画
を
、『
地
域
研
究
』
が
特
集
と
し

て
掲
載
す
る
こ
と
は
画
期
的
だ
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（Global Studies

）」

は
、
欧
米
、
と
く
に
英
語
圏
を
中
心
に
、
近
年
急
速
に
展
開

し
て
き
た
学
問
潮
流
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
急
速

に
進
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
国
家
や
国
境
に
と
ら
わ
れ
が

ち
だ
っ
た
既
存
の
学
問
の
あ
り
方
に
修
正
を
迫
り
、
と
り
わ

け
金
融
・
経
済
、
移
民
・
難
民
問
題
、
地
球
環
境
問
題
な

ど
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
地
球
規
模

の
諸
課
題
を
考
察
す
る
新
た
な
知
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
要
請
し

た
。
そ
れ
に
こ
た
え
る
か
た
ち
で
始
ま
っ
た
の
が
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

総
特
集 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

﹇
総
特
集
に
あ
た
っ
て
﹈

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
―
―
地
域
研
究
の
地
殻
変
動

福
武
慎
太
郎
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ズ
は
、
単
一
の
学
問
領
域
と
い
う
よ
り
複
数
の
学
問
分
野
の

協
働
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
複
合
的
な
学
問
体
系
と
し
て
、
日

本
国
内
に
お
い
て
も
複
数
の
学
部
、
大
学
院
レ
ベ
ル
で
設
置

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
欧
米
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

の
位
置
づ
け
と
、
日
本
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

の
受
容
は
、
地
域
研
究
の
占
め
る
地
位
を
め
ぐ
っ
て
異
な
っ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
従
来
の
国
際
問
題
に
関
わ
る
学
際

的
研
究
（International Studies
）
か
ら
誕
生
し
た
一
方
、

日
本
に
お
い
て
は
地
域
研
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
も
し
く

は
地
域
研
究
が
そ
の
中
核
専
攻
の
一
つ
と
し
て
、
受
容
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
地
域
研

究
は
い
わ
ば
親
和
的
な
関
係
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
制
度

上
も
既
存
の
地
域
研
究
組
織
を
解
体
す
る
こ
と
な
く
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
新
た
な
「
傘
」
の
下

で
、
学
際
的
、
領
域
横
断
的
な
研
究
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
て
き
た
。

た
だ
一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
は
、
こ
れ

ま
で
の
地
域
研
究
の
あ
り
方
に
再
考
を
迫
っ
て
い
る
。「
地

域
研
究
の
地
殻
変
動
」
と
少
し
大
げ
さ
な
副
題
を
つ
け
た

が
、
事
実
、
既
存
の
学
会
組
織
と
そ
こ
に
拠
点
を
置
く
研
究

者
の
気
づ
か
ぬ
と
こ
ろ
で
、「
地
域
」
を
め
ぐ
る
知
の
あ
り

方
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
既

存
の
地
域
研
究
を
め
ぐ
る
理
解
と
、
そ
の
理
解
に
基
づ
く
既

存
の
学
会
組
織
、
実
際
の
調
査
研
究
、
そ
し
て
教
育
の
あ
り

方
の
あ
い
だ
に
隔
た
り
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

本
特
集
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
新

た
な
潮
流
の
な
か
で
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
」
を
扱

う
地
域
研
究
者
の
最
前
線
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
地
域
概
念
の
再
編
、
方
法
論
的
課
題
に
つ
い
て

も
議
論
を
行
い
た
い
。

以
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
発
祥
の
地
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
地

域
研
究
の
関
係
、
そ
し
て
日
本
に
お
け
る
そ
の
受
容
に
つ
い

て
概
観
す
る
。
そ
の
後
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
」
に

地
域
研
究
が
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
ろ
が
る
新
た
な
可

能
性
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て
示
す
。

Ⅰ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
誕
生
と
地
域
研
究

大
学
院
レ
ベ
ル
で
、
初
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
の
名
の
も
と
に
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
校
に
グ
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ロ
ー
バ
ル
＆
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
（Global &

 International Studies Program

）

が
設
置
さ
れ
た
一
九
九
九
年
で
あ
る
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
が
並
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
象

徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
でInternational 

Studies

の
名
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
学
際
的
研
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
加
え
、
平
和
、
人
権
、
開
発
、
環
境
な
ど
グ
ロ
ー

バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
焦
点
を
当
て
る
諸
研
究
を
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
呼
び
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
と
共
存
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
構
想
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
国イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

際
関
係
／
国
際
政
治
学
へ
の
対
抗
科
学

と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
が
生
ま
れ
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
危
機
意
識
を
持
っ
た
の
は
、
こ
れ

ま
で
「
地
域
（area

）」
の
視
点
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ

シ
ュ
ー
を
論
じ
、
国
民
国
家
秩
序
（nation system
）、
国

連
機
関
（international organization

）
を
主
要
な
ア
ク

タ
ー
と
し
て
み
るInternational Studies

に
対
す
る
独
自

性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
地
域
研
究
（area studies

）
で

あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
も
ま
た
国
民
国
家
を

単
位
と
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
多
国
籍
企
業
、

移
住
労
働
者
な
ど
国
境
を
こ
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
を

研
究
対
象
と
す
る
。
特
定
の
イ
シ
ュ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
を
特

定
の
地
理
的
領
域
（geographical areas

）
を
取
り
上
げ

て
研
究
を
行
う
と
い
う
点
で
地
域
研
究
と
共
通
す
る
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
は
あ
く
ま
で
も
マ
ク
ロ
な
視
点

を
出
発
点
と
し
て
い
る
点
で
、
従
来
の
地
域
研
究
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
そ
の
事
例
分
析
も
、
欧
米
地
域
を
中
心
と
し

て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
非
欧
米
諸
地
域
の
学
際
研
究

と
し
て
発
展
し
て
き
た
地
域
研
究
は
、
研
究
資
源
の
獲
得
に

お
け
る
新
た
な
競
争
者
が
現
れ
た
と
み
た
よ
う
だ

（Cum
ings 1997

）。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
覇
権
国
家
と

な
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
と
と

も
に
衰
退
し
て
い
っ
た
地
域
研
究
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
潮
流
に
さ
ら
に
吞
み
込
ま
れ
よ
う
と
し
て

い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

冷
戦
と
地
域
研
究

い
う
ま
で
も
な
く
、
地
域
研
究
は
冷
戦
を
背
景
と
し
て
ア

メ
リ
カ
で
発
展
し
て
き
た
学
際
研
究
で
あ
る
。
第
二
次
世
界

大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
国
々

の
現
代
政
治
経
済
の
研
究
に
対
し
、
多
大
な
財
政
的
資
源
の

投
入
を
行
っ
た
。
冷
戦
が
始
ま
る
と
と
も
に
東
側
陣
営
の
政

策
研
究
の
関
心
が
高
ま
り
、
こ
れ
を
推
進
し
た
の
が
Ｃ
Ｉ

Ａ
、
国
務
省
、
国
防
総
省
で
あ
っ
た
（
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン 

二
〇

〇
九
：
五
三
）。 
こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
っ
て
地
域
研
究
に
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は
冷
戦
下
の
ア
メ
リ
カ
の
政
策
科
学
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ

き
ま
と
う
。
政
府
、
民
間
問
わ
ず
地
域
研
究
へ
の
多
額
の
投

資
が
、
共
産
主
義
へ
の
対
抗
と
い
う
な
か
で
発
展
し
て
き
た

の
は
否
め
な
い
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
や
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
よ
う
な
民
間

財
団
は
、
国
家
の
「
政
策
研
究
」
中
心
主
義
か
ら
外
れ
た
分

野
―
―
歴
史
学
、
人
類
学
、
芸
術
な
ど
―
―
を
補
う
点
で
一

定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
の
指
摘
（
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン 

二

〇
〇
九
：
五
六
）
も
あ
る
が
、
カ
ミ
ン
グ
ス
は
、
こ
れ
ら
の

財
団
は
国
家
に
よ
る
財
政
投
入
の
「
資
金
洗
浄
」
の
役
割
を

果
た
し
て
い
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
（Cum

ings 
1997: 10-11

）。
フ
ォ
ー
ド
財
団
は
一
九
五
三
年
か
ら
一
九

六
六
年
に
か
け
て
地
域
研
究
や
言
語
研
究
を
行
う
三
四
の
大

学
に
総
計
二
億
七
千
万
ド
ル
を
拠
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
助
成

に
よ
っ
て
非
欧
米
諸
地
域
に
お
け
る
調
査
研
究
、
言
語
習
得

の
た
め
現
地
長
期
滞
在
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
が
生
ま
れ
た
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ロ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
（H

arvard 
Russian Research Center

）
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
や
Ｆ
Ｂ
Ｉ
な
ど

国
家
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。
同
セ

ン
タ
ー
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
か
ら
七
四
万
ド
ル
の
支
援
を
一
九
四

七
年
に
受
け
、
そ
の
後
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
、
フ
ォ
ー

ド
財
団
が
「
資
金
洗
浄
」
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
Ｃ
Ｉ
Ａ

と
の
関
係
を
保
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
モ
デ
ル
と
な
り
、
東
欧

や
中
国
な
ど
の
地
域
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
ま
れ
、
こ
う
し

た
地
域
研
究
機
関
の
中
核
的
研
究
者
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
つ
な

が
っ
て
い
た
、
と
カ
ミ
ン
グ
ス
は
指
摘
す
る
（Cum

ings 
1997: 10-12

）。

こ
の
よ
う
に
国
家
の
対
外
戦
略
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
発

展
し
て
き
た
地
域
研
究
も
、
冷
戦
の
終
わ
り
と
と
も
に
そ
の

意
義
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
こ
れ
ま

で
地
域
研
究
を
推
進
す
る
高
等
教
育
研
究
機
関
を
支
援
し
て

き
た
諸
財
団
は
地
域
研
究
へ
の
研
究
助
成
を
縮
小
、
そ
の
代

わ
り
に
「
開
発
」「
民
主
化
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
く

諸
研
究
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
っ
た
（Cum

ings 1997: 
8-9

）。Ⅱ
日
本
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
受
容
と
地
域
研
究

日
本
で
最
初
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
構
想
が

持
ち
上
が
っ
た
の
は
上
智
大
学
で
あ
る＊

１

。
一
九
九
〇
年
代
後

期
に
、
日
本
で
唯
一
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
英
語
で
実
施
し
て

い
た
同
大
学
大
学
院
比
較
文
化
研
究
科
、
外
国
語
学
研
究
科

国
際
関
係
論
専
攻
、
そ
し
て
地
域
研
究
専
攻
の
教
員
有
志
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が
、
文
部
科
学
省
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
申
請

を
前
提
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
構

想
に
つ
い
て
議
論
を
開
始
し
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

は
、
こ
の
構
想
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が

地
域
研
究
専
攻
の
教
員
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
が
、
欧
米
中
心
か
つ

マ
ク
ロ
な
視
点
に
偏
向
し
て
い
る
点
に
対
し
、
上
智
大
学
に

お
け
る
構
想
は
、
地
域
研
究
を
ベ
ー
ス
と
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を
構
想
し
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
一

二
月
、「
地
域
立
脚
型
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
構

築
（A

rea-Based Global Studies: A
GLO

S

）」
と
し
て
二

一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
終
了
と
と
も
に
二
〇
〇
六
年
四
月
、
外
国
語
学
研
究

科
を
改
組
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
を
設

置
、
同
研
究
科
に
国
際
関
係
論
専
攻
、
地
域
研
究
専
攻
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
専
攻
が
設
置
さ
れ
た
。

上
智
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
構
想
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
は
、
地
域
研
究
が
主
体
的
な
役
割
を
担
う
、
も
し

く
は
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
二
〇
一
〇
年
に
設
置
さ
れ
た
同
志
社
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
専
攻

は
、
そ
の
専
攻
の
特
色
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
」「
超
域
研
究
（T

rans-regional Studies

）」「
地

域
研
究
」
と
い
う
三
つ
の
階
層
性
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
い

る
。
そ
の
階
層
性
に
さ
ら
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
」「
現
代
ア
ジ
ア
研
究
」「
ア
メ
リ
カ
研
究
」
と
い

う
三
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は
既
存
の

研
究
科
の
教
員
構
成
を
踏
襲
し
た
結
果
と
い
え
る
が
、
何
に

し
て
も
地
域
研
究
が
日
本
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
の
受
容
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
間

違
い
な
い
。

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
は
二
〇
〇
九
年
、
総
合
国
際
学

研
究
科
（Graduate School of Global Studies

）
を
設
置

し
、
そ
れ
ま
で
の
博
士
後
期
課
程
の
地
域
文
化
専
攻
を
言
語

文
化
専
攻
と
国
際
社
会
専
攻
に
改
組
し
、
同
研
究
科
に
設
置

し
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
研
究
機
構
（Institute for 

A
dvanced Global Studies=IA

GS

）
が
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
の
付
属
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
傘
下
に

は
、
従
来
か
ら
の
付
属
施
設
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
と
ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研

究
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｋ
）
が
移
行
す
る
と
と
も
に
、
人
間

の
安
全
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｈ
Ｓ
Ｐ
）
か
ら
新
た
に
生
ま
れ

た
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
、
持
続
的
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
、
持
続
的
平
和
研
究
セ
ン
タ
ー
が
加
わ
り
、
こ
れ
ら
五
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セ
ン
タ
ー
の
複
合
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
駒
場
キ
ャ
ン

パ
ス
の
改
組
の
特
色
は
、
地
域
研
究
関
連
の
諸
セ
ン
タ
ー
と

開
発
研
究
や
平
和
研
究
と
い
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ

シ
ュ
ー
」
と
関
係
す
る
研
究
機
関
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
の
名
の
も
と
に
併
置
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

上
智
大
学
や
同
志
社
大
学
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
系
私
学

で
そ
の
受
容
が
始
ま
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

が
、
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
や
東
京
外
国
語
大
学
な

ど
、
日
本
の
地
域
研
究
の
研
究
機
関
に
お
い
て
も
始
ま
っ
て

い
る
点
は
、
き
わ
め
て
日
本
的
な
展
開
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

動
き
は
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
誕
生
し
た
「
人
間
の
安
全
保
障
」

「
平
和
構
築
」
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
、
研

究
資
金
獲
得
の
た
め
に
地
域
研
究
関
連
組
織
が
寄
り
添
っ
て

い
っ
た
流
れ
と
も
い
え
る
が
、
そ
れ
で
も
国
際
関
係
論
、
国

際
政
治
学
で
は
な
く
、
地
域
研
究
が
あ
る
程
度
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
き
た
背
景
に
は
、
日
本
に
お
け
る
独
自
の
地
域
研

究
の
発
展
過
程
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

受
容
の
前
史
と
し
て
の
地
域
研
究
の
発
展

敗
戦
国
と
し
て
戦
後
の
日
本
で
は
、
諸
外
国
に
関
わ
る
研

究
の
空
白
の
時
代
を
迎
え
る
。
そ
の
理
由
は
第
一
に
、
国
家

財
政
に
そ
の
よ
う
な
研
究
を
支
援
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
こ

と
、
第
二
に
研
究
者
自
身
の
忌
避
で
あ
る
。

日
本
軍
政
期
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
倉

沢
愛
子
は
、
自
身
が
研
究
を
志
し
た
一
九
六
〇
年
代
、
ま
だ

日
本
に
地
域
研
究
と
い
う
学
問
が
存
在
し
な
か
っ
た
時
代
を

振
り
返
り
、
そ
の
背
景
に
戦
前
の
国
策
へ
の
関
与
の
反
省
が

あ
っ
た
の
で
は
と
推
察
し
て
い
る
。

戦
前
、
戦
中
に
東
南
ア
ジ
ア
―
―
当
時
は
ま
だ
南
方

と
呼
ば
れ
て
い
た
―
―
に
関
す
る
研
究
に
従
事
し
た
の

は
、
東
亜
研
究
所
、
満
鉄
調
査
部
、
台
湾
総
督
府
の
調

査
研
究
機
関
な
ど
、
国
策
レ
ベ
ル
の
研
究
機
関
に
籍
を

お
く
人
々
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
大
部
分
は
戦

争
中
、
南
方
の
各
占
領
地
に
調
査
員
と
し
て
派
遣
さ

れ
、
占
領
行
政
の
手
助
け
を
す
る
運
命
に
追
い
込
ま
れ

た
。
そ
の
こ
と
に
対
す
る
負
い
目
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
戦
後
彼
ら
は
、
戦
争
中
に
得
た
体
験
や
知
識
を
生

か
し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
専
門
家
に
な
る
と
い
う
道
を
選

ば
ず
、
方
向
転
換
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
戦
後
の
ア
メ

リ
カ
の
東
南
ア
ジ
ア
学
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
軍

の
命
令
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
に
関
与
し
た
人
た
ち
に
よ
っ

て
中
心
的
に
担
わ
れ
て
き
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る

（
倉
沢 

一
九
九
八
：
一
三
）。
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こ
の
よ
う
に
敗
戦
後
、
財
政
的
な
問
題
と
国
策
に
関
わ
る

こ
と
の
忌
避
か
ら
、
戦
前
と
戦
後
に
断
絶
が
生
ま
れ
る
。

ま
た
倉
沢
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日
本
軍
政
期
の
歴
史
研
究

に
関
わ
り
始
め
た
頃
は
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
の
真
っ
只
中

で
あ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
ア
メ
リ

カ
政
府
が
地
域
研
究
へ
の
予
算
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
経
緯

か
ら
見
て
も
、
日
本
に
お
け
る
地
域
研
究
の
発
展
は
、
国
策

と
一
定
の
距
離
を
と
る
こ
と
に
独
自
性
を
見
い
だ
し
て
い
っ

た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
に
お
い
て
地
域
研
究
が
制
度
的
に
誕
生
す
る
の
は
一

九
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
で
あ
る
。
日
本
語
読
者
向
け
に
執
筆

さ
れ
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
自
伝
『
ヤ
シ
ガ

ラ
椀
の
外
へ
』
の
中
で
、
訳
者
で
あ
る
加
藤
剛
が
日
本
に
お

け
る
地
域
研
究
の
特
色
を
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
。
日
本
の

大
学
で
最
初
に
地
域
研
究
の
組
織
を
立
ち
上
げ
た
の
は
東
京

外
国
語
大
学
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
（
一

九
六
四
年
）
と
、
京
都
大
学
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

（
学
内
措
置
と
し
て
の
設
立
が
一
九
六
三
年
、
文
部
省
に
よ
る

官
制
化
が
一
九
六
五
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
が
設
立

さ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
前
半
は
、
一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
へ
の
調
印
、
一
九
五
六
年
の
国
連
加
盟

に
よ
る
日
本
の
国
際
社
会
へ
の
復
帰
、
そ
し
て
一
九
五
四
年

の
ビ
ル
マ
と
の
賠
償
協
定
の
締
結
を
は
じ
め
と
し
て
東
南
ア

ジ
ア
各
国
と
の
賠
償
協
定
締
結
に
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
に
対

す
る
経
済
進
出
の
た
め
の
政
治
環
境
が
整
い
始
め
た
時
代
で

あ
っ
た
（
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン 

二
〇
〇
九
：
二
一
八
―
二
一
九＊

２
）。

京
都
大
学
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
あ

た
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
エ
ー
ル
大
学
や
コ
ー
ネ
ル
大
学

に
お
け
る
地
域
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
資
金
源
と
な
っ
た

フ
ォ
ー
ド
財
団
か
ら
、
事
前
の
接
触
が
あ
っ
た
と
い
う
（
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン 

二
〇
〇
九
：
二
一
九
）。
地
域
研
究
は
そ
の
存

在
自
体
、
当
時
の
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
タ
イ
に
基
地
を
置
く
米
軍
が
連
日
北
ベ
ト
ナ
ム
に
爆
撃

を
加
え
、
国
内
の
世
論
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
賛
否
を
め

ぐ
っ
て
揺
れ
動
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
ア

メ
リ
カ
の
財
団
の
支
援
を
得
て
東
南
ア
ジ
ア
研
究
を
始
め
る

と
い
う
計
画
は
論
議
を
呼
び
、
地
域
研
究
組
織
を
大
学
に
設

立
す
る
こ
と
に
対
し
風
当
た
り
の
強
い
時
代
で
あ
っ
た＊

３

。

こ
の
よ
う
に
国
立
大
学
で
始
ま
っ
た
戦
後
日
本
の
地
域
研

究
の
特
徴
の
一
つ
は
、
教
育
機
関
と
し
て
の
大
学
機
構
か
ら

は
独
立
し
た
研
究
所
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
地
域
研
究
の

「
学
」
と
し
て
の
認
知
度
が
低
い
時
代
に
お
い
て
、
独
立
し

た
研
究
機
関
と
し
て
、
学
際
的
な
共
同
研
究
に
よ
り
科
学
研

究
費
な
ど
外
部
資
金
を
獲
得
し
、
海
外
調
査
を
実
施
し
て
き

た
経
緯
が
あ
る
。

大
学
内
の
階
層
構
造
か
ら
も
外
れ
た
場
所
に
い
た
こ
と
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も
、
そ
の
後
の
日
本
の
地
域
研
究
を
特
徴
づ
け
て
い
っ
た
。

加
藤
は
、
多
く
の
地
域
研
究
者
は
出
身
学
部
に
職
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
不
遇
の
人
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
と
指
摘
す
る
（
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン 

二
〇
〇
九
：
二
二
〇
）。

組
織
と
し
て
の
独
立
性
と
、
共
同
研
究
を
ベ
ー
ス
に
発
達
し

て
き
た
と
い
う
特
徴
も
、
日
本
の
地
域
研
究
の
特
徴
を
つ

く
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

上
智
大
学
で
は
一
九
八
二
年
、
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
宗
教
、

言
語
、
社
会
、
歴
史
な
ど
を
総
合
的
に
調
査
、
研
究
す
る
ア

ジ
ア
文
化
研
究
所
を
設
立
し
た
。
翌
年
の
一
九
八
三
年
に

は
、
外
国
語
学
部
の
中
に
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
歴
史
、
社
会
、

経
済
、
文
化
な
ど
を
教
え
る
ア
ジ
ア
文
化
研
究
室
を
開
設
し

た
。
こ
の
研
究
室
は
一
九
九
三
年
四
月
に
は
ア
ジ
ア
文
化
副

専
攻
と
な
り
、
ア
ジ
ア
地
域
研
究
科
目
を
全
学
部
に
向
け
て

開
講
し
て
い
る
（
上
智
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所 

一
九
九

九
：
一
）。
こ
の
よ
う
に
研
究
所
設
立
当
初
か
ら
学
部
教
育

と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
と
い
う
点
で
、
国
立
大
学
の
研
究

所
と
は
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

学
部
教
育
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
国
際
協
力
や
市
民
運
動

に
貢
献
す
る
知
と
し
て
、「
実
践
」
と
の
関
わ
り
を
模
索
し

続
け
た
の
も
上
智
大
学
の
ア
ジ
ア
地
域
研
究
の
特
徴
で
あ

る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
の
保
存
事
業
や
そ

れ
に
関
わ
る
人
材
育
成
に
長
年
関
わ
り
続
け
る
石
澤
良
昭

や
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
開
発
や
人
々
の
暮
ら
し
の
研
究
か

ら
、
日
本
の
開
発
援
助
政
策
へ
の
批
判
を
行
っ
て
き
た
村
井

吉
敬
の
よ
う
に
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
政
策
批
判
と
い
っ

た
実
践
的
関
与
も
「
上
智
ア
ジ
ア
学
」
の
特
色
と
な
っ
て
い

た
。
大
学
院
レ
ベ
ル
で
も
ま
た
、
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
の
所

員
が
中
心
と
な
り
一
九
九
七
年
、
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科

国
際
関
係
論
か
ら
分
離
し
、「
地
域
研
究
専
攻
」
を
設
立
し

て
い
る
。

今
日
で
は
地
域
研
究
の
学
問
的
認
知
度
が
高
ま
り
、
上
智

大
学
と
同
様
に
国
立
大
学
で
も
地
域
研
究
に
関
連
す
る
学

部
・
大
学
院
組
織
が
数
多
く
立
ち
上
げ
ら
れ
た
（
た
と
え
ば

京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
が

一
九
九
八
年
四
月
に
設
立
さ
れ
て
い
る
）。
他
方
で
国
家
的
な

人
材
養
成
と
い
う
観
点
か
ら
は
外
れ
た
と
こ
ろ
で
地
域
研
究

が
発
展
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地
域
研
究
の
政
策
的
実
用
性

に
関
し
て
は
、
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
議
論
が
進
ん

で
こ
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
日
本
に
お
け
る
地
域
研
究
は
、
戦
後
の
対

外
政
策
に
お
い
て
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
で
は
な
い
と
こ
ろ

で
発
展
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
で
冷
戦
の
終
わ
り

と
と
も
に
衰
退
し
た
エ
リ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
よ
う
な
道

を
歩
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
人
や
モ
ノ
が
国
境
を

こ
え
る
動
き
が
加
速
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
現
象
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は
、
国
家
で
は
な
く
国
家
を
こ
え
た
「
地
域
」
か
ら
捉
え
る

べ
き
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
域
研
究
は
そ
の
学
問
的
価
値
を
高

め
る
好
機
を
得
た
と
い
え
る
。

Ⅲ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
地
域
研
究

ア
メ
リ
カ
で
は
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
は
学
界
の
中
で
確
立
し
た
位
置
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
、
こ
の
分
野
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
キ
ス
ト
も
現

れ
た
（Lechner and Boli 2000; Cam

pbell et al. 2010

）。

研
究
資
金
を
拠
出
す
る
財
団
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
を
研
究
分
野
と
し
て
認
め
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た

学
会
や
研
究
誌
も
新
た
に
登
場
し
た
。
北
米
の
大
学
で
は
世

界
諸
地
域
を
研
究
す
る
研
究
所
が
国イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
シ
ュ
ー

際
問
題
を
扱
う
研
究
所

の
傘
下
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
う
し
た
枠
の
中

で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
科
目
や
履
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
際
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
連
携
組
織
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（Global 

Studies Consortium

）
も
二
〇
〇
七
年
に
設
立
さ
れ
、
第
一

回
国
際
会
議
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ

ラ
校
で
開
催
、
第
二
回
は
二
〇
〇
八
年
に
上
智
大
学
で
開
催
さ

れ
た
。
二
〇
一
三
年
三
月
現
在
、
約
四
〇
大
学
が
加
盟
し
て
お

り
、
日
本
か
ら
は
一
橋
大
学
と
上
智
大
学
が
幹
事
組
織
と
し
て

参
加
し
、
そ
の
ほ
か
同
志
社
大
学
、
多
摩
大
学
が
加
盟
組
織
と

な
っ
て
い
る
（
参
考 Global Studies Consortium

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト U

RL: globalstudiesconsortium
.org

）。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
は
、
地
球
規
模
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
意
味
す
る
が
、
近
年
急
速
に
定

着
し
つ
つ
あ
る
概
念
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
発
行
の
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
入
門
書
『A

n Introduction to 
Global Studies

』
で
は
以
下
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ

シ
ュ
ー
を
柱
と
し
た
章
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

１ Going Global

２ N
ation-state System

（
国
民
国
家
シ
ス
テ
ム
）

３ International O
rganizations

（
国
際
機
関
）

４ H
um

an Rights

（
人
権
）

５ T
he N

ational Environm
ent

（
自
然
環
境
）

６ Population and Consum
ption

（
人
口
と
消
費
）

７ Infectious D
isease and Globalization

（
感
染
症
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
）

８ T
he Gendered W

orld

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
世
界
）

９ Inform
ation and Com

m
unication T

echnologies

（
情
報
通
信
技
術
）
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10 W
ar and V

iolent Conflict

（
戦
争
と
暴
力
紛
争
）

二
〇
〇
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
国
際
政
治
経
済
―
―
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
」
の
解
説
と
資
料
』
で
は
、
冷
戦
終

結
後
、
九
・
一
一
テ
ロ
後
の
複
雑
化
す
る
国
際
政
治
経
済
を

「
舞
台
」
に
見
立
て
て
、
そ
の
舞
台
で
演
じ
る
「
役
者
＝
ア

ク
タ
ー
」
の
分
類
・
分
析
と
、
ア
ク
タ
ー
が
演
じ
る
劇
の
種

類
で
あ
る
「
イ
シ
ュ
ー
」
の
う
ち
、
現
代
性
の
あ
る
も
の
を

精
選
し
解
説
し
て
い
る
（
細
谷
ほ
か 

二
〇
〇
八
：
ii
）。
ア

ク
タ
ー
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
ロ
シ

ア
を
は
じ
め
と
す
る
大
国
、
Ｅ
Ｕ
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
っ
た

地
域
共
同
体
、
国
連
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
っ
た
国
際
組
織
に
加

え
、
新
し
い
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
」「
エ

ス
ニ
ッ
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
テ
ロ
組
織
」
を
加
え
て
い

る
。
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
は
、「
テ
ロ
と
の
戦
い
」「
平
和
構
築

と
Ｐ
Ｋ
Ｏ
」「
同
盟
と
安
全
保
障
」「
人
道
的
介
入
」「
大
量

破
壊
兵
器
」「
地
球
環
境
」「
資
源
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
競
争
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
経
済
と
Ｗ

Ｔ
Ｏ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
／
Ｅ
Ｐ
Ａ
」「
貧
困
と
開
発
」「
知
的
財
産
権

（
Ｉ
Ｐ
Ｒ
）」「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
国
際
的
責
任
」「
人
権
」

「
人
の
移
動
」「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
す
る
文
化
」「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

１
第
Ⅰ
部
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と

地
域
研
究
」

『A
n Introduction to Global Studies

』
も
『
国
際
政

治
経
済
』
も
、
ど
ち
ら
も
国
際
政
治
、
国
際
関
係
論
を
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
た
研
究
者
の
視
点
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
シ
ュ
ー
の
紹
介
で
あ
る
。
本
特
集
の
第
Ⅰ
部
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
地
域
研
究
」
で
は
、
地
球
規
模
の

諸
課
題
を
地
域
研
究
の
立
場
か
ら
取
り
組
む
研
究
者
の
最
新

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
以
下
取
り
上
げ
る
イ
シ
ュ
ー

は
、
地
域
研
究
が
扱
う
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
網
羅
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
地
域
研
究
の
視
点
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
を
ど
の
よ
う
に
議
論
す
る
の
か
を

示
す
一
例
と
し
て
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

原
発

家
田
論
文
「
福
島
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、
ア
イ
カ
を
地
域

と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
考
え
る
」
は
、
家
田
が
専
門
と

し
て
き
た
ス
ラ
ブ
地
域
研
究
を
こ
え
て
、「
環
境
汚
染
」
と

い
う
イ
シ
ュ
ー
を
軸
に
、
異
な
る
地
域
の
問
題
の
接
続
を
試

み
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
研
究
か
ら
出
発
し
た
家
田
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
の
調
査
中
に
福
島
の
事
故
の
報
道
を
き
い
た
衝
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撃
を
き
っ
か
け
に
、
異
な
る
複
数
の
地
域
に
お
け
る
環
境
汚

染
に
つ
い
て
の
地
域
研
究
に
挑
ん
で
い
る
。
家
田
は
同
論
文

の
な
か
で
、
福
島
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ア

イ
カ
と
い
う
三
地
域
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
国

を
こ
え
た
複
数
の
地
域
に
ま
た
が
る
視
点
は
あ
っ
た
が
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
隣
接
す
る
地
域
を
前
提
と
し
て
い
た
。
家
田

の
場
合
、
こ
れ
ま
で
歴
史
的
、
文
化
的
に
も
ま
っ
た
く
繋
が

り
の
な
い
三
地
域
を
、「
環
境
汚
染
」
と
い
う
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
シ
ュ
ー
で
接
合
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
環

境
汚
染
と
い
う
問
題
自
体
が
、
国
や
地
域
を
こ
え
て
影
響
を

及
ぼ
す
問
題
で
あ
る
た
め
、
国
を
こ
え
た
地
域
で
問
題
を
捉

え
よ
う
と
す
る
地
域
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

家
田
自
身
も
こ
と
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
地
域
研
究
者
は

「
越
境
」
し
て
他
の
地
域
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
遠
慮
が
あ

る
。
し
か
し
そ
の
遠
慮
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に
つ
い
て

発
言
し
な
い
地
域
研
究
者
の
悪
し
き
伝
統
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
福
島
第
一
原
発
事
故
の
際
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
調
査
を

し
て
い
た
と
い
う
偶
然
性
、
そ
し
て
海
外
で
報
道
さ
れ
る
こ

と
が
日
本
で
は
ま
る
で
報
道
さ
れ
な
い
と
い
う
衝
撃
か
ら
、

地
域
研
究
者
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
原
発
問
題
に
つ
い
て
の
議

論
を
行
う
使
命
感
を
家
田
は
持
っ
て
い
る
。
そ
の
試
み
は
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
今
後
の
日
本
型
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
一
つ
の
か
た
ち
を
提
示
し
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

開
発
と
紛
争

開
発
と
紛
争
と
い
う
イ
シ
ュ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
扱

う
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
「
開
発
と
紛
争
」
と
い
う
複
合
的
命
題
は
、
幡
谷
論

文
に
よ
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
を
ロ
ー
カ
ル
な
実

態
か
ら
み
た
場
合
に
立
ち
現
れ
る
。
開
発
と
い
う
単
独
の
イ

シ
ュ
ー
で
み
る
と
、
そ
れ
自
体
は
貧
困
を
解
決
す
る
た
め
の

政
策
で
あ
る
。
紛
争
は
、
民
族
対
立
や
宗
教
対
立
を
背
景
と

し
て
立
ち
現
れ
る
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
実

際
に
は
開
発
そ
の
も
の
が
地
域
の
紛
争
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
場
合
が
多
い
。
民
族
紛
争
や
宗
教
紛
争
と
理
解
さ
れ
る
事

例
に
お
い
て
も
、
開
発
を
め
ぐ
る
経
済
的
利
害
関
係
が
背
景

に
あ
る
こ
と
が
、
当
該
社
会
の
歴
史
的
、
政
治
的
、
経
済
的

な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
理
解
し
て
み
る
と
み
え
て
く
る
。

幡
谷
は
自
身
が
長
年
研
究
対
象
と
し
て
南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア

の
鉱
物
資
源
開
発
を
め
ぐ
る
紛
争
と
人
権
侵
害
を
事
例
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
と
資
本
の
関
心
を
集
め
る
希
少
な

鉱
物
資
源
が
、
地
域
住
民
を
脅
威
に
さ
ら
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
視
点
か
ら
、
経
済
開
発
モ
デ
ル
を
批
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判
的
に
検
証
す
る
以
外
に
、
地
域
研
究
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
＝
実
践
へ
の
関
与
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
を
扱
う

地
域
研
究
の
あ
り
方
だ
と
幡
谷
は
主
張
す
る
。
幡
谷
は
現
地

の
人
々
と
の
「
協
働
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
苦
境
に
あ
え

ぐ
人
々
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
、
社
会
運
動
へ
の
関
与
も
、

開
発
と
紛
争
と
い
う
イ
シ
ュ
ー
に
取
り
組
む
地
域
研
究
者
の

立
ち
位
置
と
し
て
必
然
と
主
張
す
る
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
、
学
問
と
し
て
の
中
立
性
、
す
な
わ
ち
「
価
値
自
由
」
は

不
可
能
と
述
べ
る
。
幡
谷
は
こ
れ
ま
で
自
国
の
利
益
に
貢
献

す
る
政
策
科
学
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
地
域
研
究

か
ら
、
現
地
社
会
に
寄
与
す
る
地
域
研
究
を
提
唱
す
る
。

平
和
構
築

中
西
論
文
「『
平
和
構
築
』
と
地
域
研
究
―
―
今
何
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
も
ま
た
、
幡
谷
が
開
発
と
紛
争
と
い

う
イ
シ
ュ
ー
に
対
し
試
み
た
よ
う
に
、「
平
和
構
築
」
と
い

う
政
策
概
念
を
地
域
研
究
の
視
点
か
ら
相
対
化
す
る
こ
と
を

試
み
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、「
平
和
構
築
」
と

い
う
イ
シ
ュ
ー
か
ら
こ
れ
ま
で
の
地
域
研
究
の
あ
り
方
を
相

対
化
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

中
東
地
域
を
専
門
と
す
る
中
西
は
、
と
く
に
ア
フ
ガ
ン
問

題
を
事
例
と
し
て
あ
げ
な
が
ら
、
紛
争
防
止
や
い
わ
ゆ
る
平

和
構
築
支
援
に
地
域
研
究
者
が
関
与
し
に
く
い
現
状
を
指
摘

す
る
。
平
和
構
築
に
関
わ
る
実
務
者
と
地
域
研
究
者
の
「
地

域
」
の
設
定
の
相
違
、
政
策
レ
ベ
ル
で
の
歴
史
理
解
の
軽

視
、
そ
し
て
治
安
の
悪
化
に
よ
り
研
究
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
に
な
る
な
ど
の
外
在
的
要

因
も
あ
る
が
、
地
域
研
究
自
体
の
内
在
的
要
因
―
―
す
な
わ

ち
研
究
者
の
守
備
範
囲
が
「
平
和
構
築
」
で
求
め
ら
れ
る
知

識
と
対
応
し
な
い
こ
と
も
大
き
い
と
中
西
は
指
摘
す
る
。
ア

フ
ガ
ン
問
題
で
あ
れ
ば
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
だ
け
で
な
く
パ
キ

ス
タ
ン
、
そ
し
て
中
央
ア
ジ
ア
の
米
軍
基
地
の
問
題
な
ど
も

視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る

地
域
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
何
が
地
域
の
課
題
＝
イ

シ
ュ
ー
に
な
る
の
か
、
そ
し
て
イ
シ
ュ
ー
に
と
っ
て
カ
バ
ー

す
べ
き
「
地
域
」
と
は
何
か
、
刻
一
刻
と
変
化
す
る
状
況
に

対
応
で
き
る
知
の
あ
り
方
が
、
平
和
構
築
支
援
に
関
わ
る
地

域
研
究
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

中
西
論
文
は
、
地
域
研
究
者
が
実
践
に
関
与
す
べ
き
と
い

う
単
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
も
し
地
域
研
究

が
実
践
へ
の
関
与
を
志
向
す
る
の
な
ら
、
実
践
に
関
わ
る
た

め
に
必
要
な
「
知
」
の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
「
地
域
」
の
理

解
に
つ
い
て
研
究
者
が
認
識
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
問
う
て
い
る
の
だ
。
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イ
ス
ラ
ー
ム

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理

主
義
」
の
検
討
を
行
う
赤
堀
も
ま
た
、「
地
域
」
理
解
と
研

究
者
の
自
己
認
識
の
変
化
を
求
め
て
い
る
。
赤
堀
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
地
域
研
究
の
「
仮
想
敵
」
と
し
て
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
「
文
明
の
衝
突
」
論
に
言
及
す
る
。
ハ

ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
文
明
論
は
粗
雑
で
月
並
み
で
し
か
な
く
、

個
々
の
事
例
分
析
が
最
終
的
に
各
文
明
の
「
固
有
性
」
に
還

元
さ
れ
て
し
ま
う
論
理
は
、
地
域
社
会
の
歴
史
、
政
治
、
文

化
の
理
解
を
志
向
す
る
地
域
研
究
者
に
と
っ
て
奇
異
で
し
か

な
い
。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
文
明
論
の
単
純
素
朴
さ
こ
そ

が
、
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
顕
在
化
さ
せ
た
功

績
も
赤
堀
は
見
逃
さ
な
い
。

地
域
研
究
は
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
よ
う
な
文
明
論
を
批
判

し
つ
つ
も
、
対
抗
で
き
る
知
見
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
で

い
る
。
地
域
研
究
者
自
体
も
「
中
東
」
や
「
南
ア
ジ
ア
」
と

い
っ
た
「
地
域
」
の
固
有
性
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
限
り
、

「
文
明
」
を
本
質
化
す
る
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
論
理
の
外
側

に
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
九
・
一
一
以
降
の
世
界
史
的
な
変

化
の
な
か
で
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
が
さ

ら
に
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
る
な
か
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
区

分
を
こ
え
た
通
地
域
的
な
地
域
研
究
、
よ
り
普
遍
的
な
イ

シ
ュ
ー
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
、
原
理
主
義
、
テ
ロ
リ
ズ
ム

を
理
解
す
る
思
考
の
枠
組
み
と
し
て
、
地
域
研
究
を
成
立
さ

せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
赤
堀
は
説
い
て
い
る
。

地
球
環
境

最
後
に
「
地
球
環
境
」
と
い
う
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
。
環
境

問
題
ほ
ど
、
従
来
の
地
域
理
解
で
は
捉
え
る
こ
と
の
難
し
い

テ
ー
マ
は
な
い
だ
ろ
う
。
長
年
に
わ
た
っ
て
ナ
マ
コ
と
い
う

海
産
物
に
着
目
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
東
南
ア

ジ
ア
地
域
で
調
査
を
行
っ
て
き
た
赤
嶺
は
、
ナ
マ
コ
が
生
物

多
様
性
保
護
の
対
象
と
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
で
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、「
地
球
環
境
問
題
」
と
い
う
グ
ロ
ー

バ
ル
な
舞
台
上
で
、
調
査
地
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
生
産
、
流
通
、
消
費
を
つ
な
ぐ
と
い
う
従
来

の
モ
ノ
研
究
に
加
え
、
地
球
環
境
主
義
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル

な
潮
流
の
な
か
で
、
よ
り
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
問
題

を
捉
え
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
東
南
ア
ジ
ア
や

日
本
各
地
の
ナ
マ
コ
漁
の
現
場
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
消

費
の
現
場
だ
け
で
な
く
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
締
約
国
会
議
の

現
場
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
ド
ー
ハ
に
始
ま
り
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸

島
に
ま
で
赤
嶺
は
足
を
運
ん
で
い
る
。
そ
し
て
環
境
問
題
に

対
し
、
複
数
の
地
域
を
つ
な
ぎ
つ
つ
全
体
像
を
つ
か
も
う
と

い
う
試
み
―
―
人
類
学
者
マ
ー
カ
ス
が
提
唱
し
た
マ
ル
チ
・

サ
イ
テ
ッ
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ（M

ulti-Sited A
pproach: M

SA

）
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―
―
を
、
地
域
研
究
の
新
た
な
方
法
論
と
し
て
提
唱
す
る
。

Ｍ
Ｓ
Ａ
は
ナ
マ
コ
の
よ
う
な
海
産
物
だ
け
で
な
く
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
消
費
の
対
象
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
第
一
次
産
品
を
対

象
と
す
る
研
究
に
も
応
用
可
能
だ
。

２
方
法
論
的
特
徴

研
究
と
実
践
の
接
続

当
然
の
こ
と
な
が
ら
環
境
問
題
や
人
権
問
題
な
ど
の
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
取
り
組
む
地
域
研
究
は
、
そ
の
成

果
の
実
践
的
活
用
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
す
で
に
地
域
研

究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
も
社
会
連
携
部
会
を
通
じ
て
、
自
然

災
害
に
お
け
る
緊
急
人
道
支
援
に
地
域
研
究
者
が
協
力
す
る

制
度
構
築
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
過
去
の
『
地

域
研
究
』
の
特
集
に
お
い
て
も
、
地
域
研
究
の
視
点
か
ら
人

道
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
（
参

考
：「
総
特
集　

災
害
と
地
域
研
究
」『
地
域
研
究
』
第
一
一

巻
第
二
号
、「
総
特
集　

地
域
研
究
方
法
論
」『
地
域
研
究
』

第
一
二
巻
第
二
号
）。

「
開
発
と
紛
争
」
イ
シ
ュ
ー
に
取
り
組
む
幡
谷
も
ま
た
、

現
地
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う
点
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
た

だ
し
幡
谷
が
主
張
す
る
の
は
、
支
援
体
制
の
制
度
的
確
立
を

目
指
す
と
い
う
よ
り
、
住
民
運
動
と
の
協
働
を
試
み
る
社
会

運
動
と
の
接
続
を
志
向
し
て
い
る
。
赤
嶺
、
家
田
も
ま
た
研

究
者
と
し
て
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
言
及
す
る
な
か
で
、
現

地
社
会
と
の
接
合
、
貢
献
が
研
究
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。

実
際
、
こ
れ
ま
で
も
自
ら
が
研
究
対
象
と
す
る
地
域
社
会

に
生
き
る
人
々
に
共
鳴
し
、
対
象
社
会
へ
実
践
的
な
関
わ
り

を
持
つ
地
域
研
究
者
は
多
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま

で
も
研
究
と
は
切
り
離
さ
れ
た
一
個
人
と
し
て
の
営
為
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
実
践
的
関
与
を
前

0

0

0

0

0

0

0

提
と
し
て
地
域
研
究
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
意
味
が
あ

る
。「
平
和
構
築
」
支
援
へ
の
地
域
研
究
者
の
関
与
を
検
討

し
た
中
西
の
提
言
は
、
地
域
研
究
を
よ
り
具
体
的
な
実
践
知

と
し
て
構
想
す
る
に
あ
た
っ
て
の
方
法
論
的
課
題
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
る
。
地
域
研
究
が
平
和
構
築
と
い
う
分
野
に
お

い
て
実
践
的
関
与
を
志
向
す
る
に
は
、「
地
理
」
的
な
守
備

範
囲
を
ひ
ろ
げ
る
と
同
時
に
、
個
別
の
イ
シ
ュ
ー
に
応
じ
て

「
地
域
」
理
解
も
柔
軟
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
そ

ら
く
こ
の
よ
う
な
方
法
論
的
議
論
を
行
う
場
が
地
域
研
究
の

学
会
組
織
の
な
か
で
必
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

方
法
論
と
し
て
の
「
旅
」
―
―

マ
ル
チ
・
サ
イ
テ
ッ
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ

こ
れ
ま
で
も
地
域
研
究
者
は
、
自
ら
の
調
査
地
社
会
の
理
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解
を
深
め
る
た
め
に
、
自
ら
の
専
門
外
の
地
域
で
調
査
研
究

を
行
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
論
文
を
執
筆
す
る
際
に

は
限
定
さ
れ
た
一
地
域
の
み
を
語
り
、
他
の
地
域
を
訪
れ
た

こ
と
は
、
い
わ
ば
私
的
な
「
旅
」
の
領
域
に
し
ま
い
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
提
示
し
よ
う
と
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ

シ
ュ
ー
」
に
取
り
組
む
地
域
研
究
の
方
法
論
は
、
こ
れ
ま
で

私
的
領
域
に
し
ま
い
込
ま
れ
て
い
た
地
域
研
究
者
の
実
践

―
―
現
地
社
会
へ
の
貢
献
と
「
旅
」
―
―
を
可
視
化
し
、
よ

り
具
体
的
な
方
法
論
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
特

集
で
赤
嶺
が
解
説
し
て
い
る
よ
う
に
、
マ
ル
チ
・
サ
イ
テ
ッ

ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
人
類
学
者
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ー

カ
ス
が
提
唱
し
た
方
法
論
で
、
調
査
地
社
会
の
全
体
像
を
描

く
た
め
に
、
複
数
の
地
域
に
お
け
る
調
査
を
ふ
ま
え
、
調
査

地
の
お
か
れ
た
状
況
を
よ
り
大
き
な
シ
ス
テ
ム
に
位
置
づ
け

る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
（
マ
ー
カ
ス
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー 
一
九

八
九
：
三
一
〇
―
三
一
一
）。
従
来
の
地
域
研
究
は
限
定
さ

れ
た
特
定
の
一
地
域
を
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
マ
ル

チ
・
サ
イ
テ
ッ
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
あ
る
特
定
の
イ

シ
ュ
ー
を
め
ぐ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す

る
手
法
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
従
来
の
地
域
研
究

で
明
ら
か
に
す
る
対
象
が
、
円
で
囲
わ
れ
た
地
理
的
実
体
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
点
と
点
を
つ
な
い
だ
線
が
無
数
に
絡
み
合

う
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
間
で
あ
る
。

研
究
者
も
ま
た
複
数
の
地
域
を
ま
た
が
っ
て
調
査
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
可
能
な
ら
ば
複
数
の
地
域
言
語
が
で
き
る
に

こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
こ
の
方
法
で
は
地
域
の
言
語
能
力

へ
の
こ
だ
わ
り
を
あ
る
程
度
捨
て
る
勇
気
も
必
要
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
他
の
専
門
分
野
の
研
究
者
が
な
か
な
か
理
解

で
き
な
い
点
と
し
て
、
地
域
研
究
者
の
内
向
的
性
格
―
―
言

葉
の
通
じ
る
地
域
以
外
に
つ
い
て
専
門
的
な
コ
メ
ン
ト
が
で

き
な
い
―
―
が
あ
る
が
、
こ
の
内
向
き
の
性
格
を
い
か
に
克

服
す
る
の
か
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
と
く
に
先
に

あ
げ
た
実
践
的
関
与
を
志
向
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
地
理
的
に
限
定
さ
れ
た
地
域
を
自
ら
の
専
門
と
す
る
自

己
認
識
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
た
な
「
地
域
」
概
念
と
研
究
者
の
自
己
・
他
者
認
識

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
取
り
組
む
地
域
研
究
の
必
然

的
帰
結
と
し
て
の
「
研
究
と
実
践
の
接
続
」
と
「
マ
ル
チ
・

サ
イ
テ
ッ
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」。
こ
の
方
法
論
的
特
徴
は
、

平
和
構
築
を
論
じ
る
中
西
論
文
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
論
じ
る
赤

堀
論
文
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
た
な
「
地
域
」
理
解
と

研
究
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
を
要
求
す
る
。
こ
れ

ま
で
あ
る
特
定
の
国
や
地
域
の
言
語
を
習
得
し
、
限
定
的
な

地
理
的
領
域
の
総
合
的
理
解
を
地
域
研
究
者
は
目
指
し
て
き
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た
。
し
か
し
環
境
問
題
や
平
和
構
築
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
な

ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
取
り
組
む
地
域
研
究
者

は
、
既
存
の
地
域
概
念
―
―
中
東
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
―
―

を
こ
え
て
、
イ
シ
ュ
ー
に
沿
っ
て
地
域
を
設
定
し
研
究
を
試

み
る
の
が
必
然
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
一
研
究
者
が
単

独
で
総
合
的
研
究
を
行
う
の
は
難
し
く
、
異
な
る
「
地
域
」

の
研
究
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
共
同
研
究
が
ユ
ニ
ッ
ト
と
な
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
と
認
識
す
る
か
ど
う
か
は

別
と
し
て
、
こ
う
し
た
共
同
研
究
は
既
存
の
地
域
研
究
の
学

会
組
織
―
―
た
と
え
ば
東
南
ア
ジ
ア
学
会
、
中
東
学
会
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
学
会
な
ど
―
―
の
外
部
で
実
施
さ
れ
、
そ
の

成
果
が
必
ず
し
も
学
会
に
還
元
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
地
域
研
究
の
既
存
の
学
会
組
織
の
解
体
と
再
編
も
視
野

に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

蛇
足
で
あ
る
が
、
本
誌
『
地
域
研
究
』
で
は
執
筆
者
に
対

し
、
き
わ
め
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
高
い
執
筆
者
紹
介
を
要

請
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
職
歴
や
大
き
な
体
験
、
推
薦
図

書
な
ど
、
研
究
者
の
人
と
な
り
が
わ
か
る
よ
う
な
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
研
究
を
志
す
学
生
や
若
手

の
研
究
者
に
と
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
上
で
参

考
に
な
る
は
ず
だ
。
し
か
し
こ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
は
必
ず

自
ら
の
専
門
と
す
る
「
地
域
」
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
私
自
身
も
他
に
書
き
よ
う
が
な
く
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
と

書
い
た
）。
こ
れ
ま
で
の
地
域
研
究
の
理
解
か
ら
し
て
当
然

で
あ
る
が
、
本
特
集
で
意
図
し
て
い
る
地
域
研
究
の
変
化

は
、
こ
う
し
た
専
門
理
解
自
体
が
時
代
遅
れ
に
な
り
か
ね
な

い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

Ⅳ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の

既
存
の
学
会
に
お
け
る
位
置
づ
け

―
―
東
南
ア
ジ
ア
研
究
を
事
例
に

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
が
研
究
対
象
と
す
る
モ
ノ

や
人
、
思
想
、
制
度
の
移
動
は
、
従
来
の
国
際
関
係
論
の
議

論
で
は
対
応
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
地
域
研
究
自
体
の
あ
り

方
に
も
再
考
を
迫
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
モ
ノ
研
究
に
お

い
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
あ
る
一
地
域
の
海
産
物
は
、
当
然
な

が
ら
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
領
域
を
こ
え
て
、
日
本
や
中
国
、

そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
地
球
規
模
で
流
通
し
、
消
費
さ
れ

て
い
る
。
同
時
に
地
球
環
境
主
義
は
生
物
多
様
性
と
い
う
側

面
か
ら
、
乱
獲
規
制
と
い
う
か
た
ち
で
ロ
ー
カ
ル
な
人
々
の

営
み
に
直
接
に
影
響
を
与
え
る
。
移
民
・
難
民
研
究
に
目
を

向
け
る
と
、
た
と
え
ば
東
南
ア
ジ
ア
の
華
人
・
華
僑
社
会
研

究
に
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
視
点
か
ら
一

国
家
研
究
を
相
対
化
す
る
可
能
性
を
秘
め
な
が
ら
も
、
実
際

に
は
一
国
家
の
な
か
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
ア
イ
デ
ン
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テ
ィ
テ
ィ
な
ど
本
質
主
義
的
言
説
が
再
生
産
さ
れ
て
き
た
。

中
国
の
政
治
的
、
経
済
的
台
頭
も
あ
っ
て
、
研
究
上
の
批
判

的
な
議
論
の
方
向
性
と
は
逆
に
、「
東
南
ア
ジ
ア
の
華
人
」

と
い
う
言
説
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
潮
流
が
、
歴
史
学
に
お
い
て
も
無

視
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
と
さ
れ
る
、
生
態
系
利
用

研
究
や
農
耕
研
究
な
ど
自
然
科
学
系
の
学
問
手
法
や
、
従
来

の
歴
史
叙
述
の
中
心
に
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
相
対
化

は
、
す
で
に
東
南
ア
ジ
ア
歴
史
学
が
確
立
し
て
き
た
手
法
で

も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
異
な
る
諸
地
域
の
相
互
の

影
響
を
重
視
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
た
と
え
ば
ジ
ャ
ワ
一
地

方
の
歴
史
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
相
互
の
連
関
を
問
う
議
論
な

ど
、
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
地
域
概
念
の
存
在
意
義
を
薄
め
る

方
向
に
作
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

東
南
ア
ジ
ア
研
究
に
お
い
て
は
、
一
国
家
だ
け
を
研
究
す

る
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
相
対
化
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

い
ま
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
の
は

「
東
南
ア
ジ
ア
」
と
い
う
地
域
概
念
そ
の
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
地
域
研
究
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を
め

ぐ
る
議
論
の
な
か
で
、
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
地
域
概
念
は
い

か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。
地
域
研
究
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
を
課
題
と
す
る
研
究
が
主
流
に
な
る
な
か

で
、
知
の
対
象
と
し
て
の
「
東
南
ア
ジ
ア
」
は
存
在
し
続
け

る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
も
し
可
能
だ
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う

な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

第
Ⅱ
部
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
潮
流

の
な
か
で
従
来
の
学
術
上
の
地
域
区
分
に
基
づ
く
諸
研
究
を

ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
か
検
討
し
た
い
。
そ
こ

で
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
主
な
足
場
と
し
な
が
ら
も
、
東
南
ア

ジ
ア
と
い
う
地
域
を
こ
え
た
人
や
モ
ノ
の
動
き
を
研
究
対
象

と
す
る
研
究
動
向
を
紹
介
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

太
田
論
文
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
東
南
ア
ジ
ア

史
」
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
手
法
を
「
比
較
」

「
平
行
」「
接
続
」
と
い
う
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
整
理
し
た

上
で
、
近
年
の
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
の
観
点
か
ら
批
評
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
東
南

ア
ジ
ア
史
研
究
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
史
観
を
相
対
化
す
る

点
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
共
通
項
を
持
っ
て
い

る
。
近
年
の
研
究
で
、
ビ
ル
マ
史
を
専
門
と
す
る
ヴ
ィ
ク

タ
ー
・
リ
ー
バ
ー
マ
ン
が
中
央
ア
ジ
ア
遊
牧
民
の
侵
入
と
い

う
指
標
で
異
な
る
地
域
を
比
較
し
た
研
究
（『
ス
ト
レ
ン
ジ
・

パ
ラ
レ
ル
ズ（Strange Parallels

）』）、ま
た
ア
ン
ソ
ニ
ー
・

リ
ー
ド
の
植
民
地
化
以
前
の
東
南
ア
ジ
ア
海
域
世
界
史
研
究
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（『
商
業
の
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア
』『
最
後
の
抵
抗
（Last 

Stand

）』）
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
史
観
を
相
対
化
す
る
視

座
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
。
一
方
で
、
リ
ー

バ
ー
マ
ン
は
国
家
中
心
的
な
歴
史
観
、
リ
ー
ド
は
ウ
ェ
ス
タ

ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
を
過
大
視
す
る
立
場
を
克
服
で
き
て
い
な

い
と
も
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
太
田
は
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
の
外

島
（
ス
マ
ト
ラ
、
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
な
ど
）
で
は
植
民
地
支

配
の
色
濃
く
な
っ
た
一
九
世
紀
に
い
た
っ
て
も
、
華
人
や
ブ

ギ
ス
人
な
ど
民
間
商
人
に
よ
る
経
済
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た

こ
と
を
、
貿
易
統
計
資
料
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
国

家
中
心
史
観
と
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
を
相
対
化
し
よ

う
と
試
み
て
い
る
。

華
僑
・
華
人
社
会

相
沢
論
文
「『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
と
東
南

ア
ジ
ア
華
僑
・
華
人
研
究
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
華
僑
・
華

人
研
究
を
整
理
し
紹
介
し
て
い
る
。
華
僑
・
華
人
研
究
は
、

本
来
的
に
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
中

国
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
地
理
的
な
ひ
ろ
が
り
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
既
存
の
地
域
研
究
の
学
会
組
織
―
―
東
南
ア
ジ
ア

研
究
、
ア
メ
リ
カ
研
究
、
中
国
研
究
―
―
に
お
い
て
周
辺
的

な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
国
か
ら
の
海
外
移
民
の
流
出
に
つ
い
て
相
沢
は
、
そ
の

第
一
波
と
第
二
波
を
わ
け
て
説
明
す
る
。
第
一
波
は
一
九
世

紀
に
お
け
る
華
南
地
域
か
ら
海
路
に
よ
る
蘭
領
東
イ
ン
ド
や

英
領
マ
ラ
ヤ
へ
の
労
働
移
動
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
第
二

波
は
、
世
界
各
地
へ
の
留
学
を
は
じ
め
と
し
て
多
様
化
し
た

移
民
で
あ
り
、
出
身
地
も
華
南
地
方
だ
け
で
な
く
中
国
全
土

の
主
要
都
市
に
ひ
ろ
が
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
第
一
波
ま
で
は
東
南
ア

ジ
ア
研
究
の
枠
組
で
捉
え
る
こ
と
も
ま
だ
可
能
だ
が
、
現
在

の
華
僑
・
華
人
社
会
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
東
南
ア

ジ
ア
研
究
と
い
う
従
来
の
枠
組
で
は
不
可
能
で
あ
る
と
述
べ

る
。
他
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ

ル
な
人
の
移
動
を
扱
う
潮
流
は
華
僑
・
華
人
研
究
に
と
っ
て

初
め
て
居
心
地
の
よ
い
空
間
を
獲
得
し
た
こ
と
に
な
る
。

既
存
の
学
会
組
織
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
の

議
論
の
場
と
な
り
う
る
か
？

こ
れ
ら
の
研
究
の
特
徴
は
、
明
ら
か
に
東
南
ア
ジ
ア
研
究

に
お
け
る
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

必
ず
し
も
東
南
ア
ジ
ア
学
会
を
主
要
な
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
潮
流
の
な
か
で
は
東
南

ア
ジ
ア
と
い
う
領
域
を
こ
え
て
議
論
さ
れ
る
。
華
僑
・
華
人

社
会
を
対
象
と
す
る
場
合
も
東
南
ア
ジ
ア
に
限
定
さ
れ
る
こ
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と
は
な
く
、
世
界
各
地
に
ひ
ろ
が
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
に

つ
い
て
も
、
む
し
ろ
中
東
研
究
者
と
の
共
同
研
究
が
活
発
に

行
わ
れ
る
。

東
南
ア
ジ
ア
研
究
が
示
し
て
き
た
脱
国
家
的
な
視
点
や
脱

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
史
観
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

と
親
和
性
が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
研

究
が
示
す
ま
な
ざ
し
も
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
獲
得
し
た
視
点
で
も
あ
る
だ
ろ

う
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
複
数
地
域
を
対
象
と
す
る
研
究

が
、
既
存
の
地
域
概
念
に
基
づ
く
学
会
組
織
の
な
か
で
、
居

場
所
を
み
つ
け
に
く
い
現
状
も
あ
る
。
限
定
さ
れ
た
地
域

―
―
そ
れ
は
国
家
を
こ
え
た
地
域
と
い
う
よ
り
逆
に
国
家
よ

り
も
小
さ
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が
多
い
―
―
と
限
定
さ
れ
た

時
代
区
分
の
も
と
に
行
わ
れ
る
基
礎
研
究
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
他
方
で
よ
り
大
き
な
イ
シ
ュ
ー

を
論
じ
る
こ
と
を
若
手
研
究
者
が
躊
躇
す
る
よ
う
な
環
境
も

既
存
の
学
会
組
織
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
越
境
的
な

人
々
の
移
動
に
対
す
る
研
究
は
、
既
存
の
学
会
組
織
の
外
部

で
行
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
う
し
た
現
状
が
継
続
す
る
こ

と
は
す
な
わ
ち
学
会
自
体
の
活
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
地
域
研
究
系
の

学
会
の
連
携
組
織
で
あ
る
地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
こ

う
し
た
越
境
的
な
研
究
に
つ
い
て
の
議
論
の
場
を
提
供
し
て

ゆ
く
こ
と
は
重
要
だ
ろ
う
。

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
人
々
の
移
動

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
バ
リ
ッ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
（Balik-

Islam

）
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
増
加
に
つ
い

て
考
察
す
る
渡
邉
論
文
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
人
び
と
の
移

動
か
ら
地
域
研
究
を
考
え
る
―
―
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
の
再
編
」
は
こ
れ
ま
で
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
像
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
る
視

点
を
提
供
す
る
。
か
つ
て
は
南
部
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
中
心
に
、

モ
ス
ク
や
民
族
的
衣
装
と
い
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
的
景
観
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
た
が
、
湾
岸
諸
国
で
改
宗
し
た
人
々
が
そ
れ
ぞ

れ
の
郷
里
に
戻
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
景
観
が
国
内
各
地
に

ひ
ろ
が
っ
た
。
こ
う
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
南
部
の
民
族
ム
ス
リ
ム
と
は
異
な
り
、
特
定
の
地
理
的
集

住
地
域
を
持
た
な
い
。
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
一
四

番
目
の
「
民
族
集
団
」
と
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
イ

ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
の
増
加
に
つ
い
て
渡
邉
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ム
ス
リ
ム
社
会
の
脱
民
族
化
と
ア
ラ
ブ
化
、
脱
領
域
化

で
あ
る
と
説
明
す
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
は
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ム
ス
リ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
つ
な
が
り
を
保
ち
つ
つ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
流
社
会
と
も
う
ま
く
つ
き
あ
う
態
度
を
示

し
、
こ
れ
ま
で
テ
ロ
や
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
と
い
っ
た
側
面
に
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注
目
が
集
ま
り
が
ち
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ム
ス
リ
ム
研
究
に
新

た
な
側
面
を
提
供
し
て
い
る
。

国
境
紛
争

山
本
論
文
「『
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
』
兵
士
侵
入
事
件
」

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
間
の
国
境
問
題
へ
の
視
座

を
提
供
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
注
目
度
の

高
い
「
国
境
」
で
あ
る
が
、
山
本
に
よ
れ
ば
実
際
の
と
こ
ろ

国
境
周
辺
地
域
は
国
家
の
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
辺
境
で
あ

り
、
開
発
や
治
安
の
面
か
ら
も
行
政
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る

地
域
で
あ
る
。

山
本
は
、「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
を
名
乗
る
者
た
ち
と
マ

レ
ー
シ
ア
治
安
当
局
の
衝
突
事
件
に
つ
い
て
、
当
該
社
会
の

歴
史
的
背
景
や
現
在
の
内
政
状
況
や
社
会
問
題
の
な
か
で
位

置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ー
ル
ー
王
国
と
サ
バ
領
有
権

問
題
の
解
説
を
試
み
る
。
山
本
論
文
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ

シ
ュ
ー
と
し
て
の
「
国
境
紛
争
」
に
対
す
る
地
域
研
究
ア
プ

ロ
ー
チ
の
一
事
例
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
複
雑
な
歴
史
的
背
景

を
持
つ
国
境
周
辺
社
会
の
問
題
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ

シ
ュ
ー
と
し
て
の
「
国
境
問
題
」
と
し
て
可
視
化
さ
れ
る
こ

と
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
そ
れ
は

同
時
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
の
み
国
境
問
題

を
語
る
こ
と
に
よ
る
、
地
域
的
な
力
学
が
理
解
さ
れ
な
い
問

題
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

パ
ー
ム
オ
イ
ル

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
消
費
の
対
象
で
あ
り
地
球
環
境
問

題
の
視
点
か
ら
も
注
目
を
あ
つ
め
て
い
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
に
つ

い
て
、
地
域
研
究
の
視
点
か
ら
考
察
を
試
み
て
い
る
の
が
岡

本
論
文
「
環
境
に
や
さ
し
い
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
と
い
う
デ
ィ

ス
コ
ー
ス
の
誕
生
―
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園

拡
大
戦
略
か
ら
」
で
あ
る
。
植
物
油
脂
と
し
て
食
品
、
化
粧

品
、
洗
剤
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
の
原
料
と
な
っ
て
き
た

パ
ー
ム
油
は
近
年
、
化
石
燃
料
に
変
わ
る
バ
イ
オ
燃
料
と
し

て
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
観
点
か
ら
も

需
要
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
を
重
要
な
外

貨
獲
得
資
源
と
位
置
づ
け
る
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
ボ
ル
ネ
オ
島
や
ス
マ
ト
ラ
島
を

中
心
に
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
熱
帯
林
の
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
化
が
、
森
林
破
壊
、
生
物
多

様
性
の
消
失
と
い
う
観
点
か
ら
、
環
境
問
題
や
動
物
保
護
を

訴
え
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
批
判
を
受
け
て
い
る
。
地
球
環

境
問
題
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
功
罪
が
問
わ
れ
て
い
る
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
栽
培
は
い
ま
、
極
め
て
重
要
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー

の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
。

岡
本
は
同
論
文
に
お
い
て
、
熱
帯
林
破
壊
、
生
物
多
様
性
の
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消
失
の
元
凶
と
し
て
国
際
的
な
批
判
を
受
け
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
栽

培
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
は
雇
用
機
会
創
出
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
森
林
伐
採
後
の
林
地
利
用
と
し
て
、
巧
み

に
正
当
化
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
明
ら
か
に

す
る
。
対
外
的
に
も
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

「
森
林
」
と
し
て
認
め
る
よ
う
ロ
ビ
イ
ン
グ
活
動
を
行
う
外

交
政
策
な
ど
、
国
内
外
の
政
治
経
済
の
文
脈
の
な
か
で
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
栽
培
の
拡
大
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に
―
―
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の

日
本
化
と
地
域
研
究
の
国
際
化

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
地
域
研
究
は
、
知
の
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
真
っ
只
中
に
い
る
。
行
政
が
む
し

ろ
追
随
す
る
か
た
ち
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
い
う
言
葉

を
濫
用
す
る
な
か
、
地
域
研
究
は
よ
り
良
い
研
究
と
教
育
の

環
境
を
整
備
す
る
機
会
を
得
て
き
た
。
日
本
に
お
け
る
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
受
容
と
展
開
は
、
地
域
研
究

が
世
界
諸
地
域
を
対
象
と
す
る
研
究
と
実
践
に
お
い
て
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
高
め
る
重
要
な
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
発
祥
の

地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
発

展
と
地
域
研
究
の
衰
退
が
表
裏
一
体
で
あ
る
の
と
は
対
照
的

で
あ
る
。
良
く
も
悪
く
も
日
本
に
お
け
る
地
域
研
究
が
、
国

の
対
外
戦
略
上
重
要
な
地
位
か
ら
離
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係

し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
独
自
の
地
域
研
究
を
確

立
し
て
き
た
日
本
型
地
域
研
究
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
と
親
和
性
が
高
い
。
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
と
地
域
研
究
の
関
係
は
、「
地
域
研
究
の
国
際

化
」
と
セ
ッ
ト
で
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
日
本
型
の
地

域
研
究
は
政
策
科
学
と
の
印
象
が
強
い
エ
リ
ア
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
と
訳
す
よ
り
も
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の

ラ
ベ
ル
を
用
い
る
方
が
適
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方

で
、
こ
れ
は
戦
後
日
本
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
既
存
の
地

域
研
究
の
あ
り
方
へ
の
挑
戦
で
も
あ
る
。
地
域
研
究
者
＝
特

定
地
域
の
専
門
家
（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
と
い
う
自
己
認
識

も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
開
発
や
人
道

支
援
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
、
地
域
研
究
者
が
「
ジ
ェ
ネ
ラ
リ

ス
ト
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
地

域
研
究
の
実
践
的
活
用
を
考
え
る
場
合
、
国
家
の
政
策
的
関

与
を
志
向
す
る
の
で
は
な
く
、
一
国
家
の
国
益
を
こ
え
た
地

球
規
模
の
諸
課
題
―
―
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
―
―
に
貢

献
す
る
実
践
を
志
向
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
従
来
の
よ
う
に

特
定
地
域
の
み
を
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の

地
域
に
ま
た
が
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
を
扱
う
地
域
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研
究
者
像
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
潮
流

の
な
か
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
研
究
の
あ
り
方
に
も
再
編
を

迫
っ
て
い
る
と
受
け
止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
が
扱
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、

思
想
の
動
き
は
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
概
念
と
し
て
誕
生

し
た
従
来
の
地
域
概
念
を
こ
え
て
移
動
す
る
。
既
存
の
学
術

組
織
も
こ
の
地
域
概
念
に
基
づ
い
て
形
成
、
発
展
し
て
き
た

が
、
よ
り
活
発
な
共
同
研
究
の
場
を
つ
く
る
た
め
に
は
そ
う

し
た
従
来
の
学
会
組
織
を
こ
え
た
知
の
ア
リ
ー
ナ
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が

重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

今
回
、
残
念
な
が
ら
本
企
画
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
の
一
つ
に
「
金
融
・
経

済
」
が
あ
る
。
金
融
や
経
済
の
問
題
が
地
域
研
究
に
と
っ
て

も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
経
済

学
と
い
う
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
は
、
本
来
的
に
国
や
地
域
を
こ
え

た
越
境
的
な
学
問
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実

際
に
は
経
済
学
の
認
識
と
把
握
の
視
座
は
、
国
家
や
政
体
の

枠
組
を
基
礎
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。
国
際
経
済
、
国
際
金
融

と
い
っ
た
概
念
も
あ
く
ま
で
も
「
国
家
間
」
の
事
象
と
し
て

認
識
さ
れ
て
き
た
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
に
急
速
に
進
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
、
経
済
学
に
お
い
て
も
国
家
を
相
対
化
し
た
視
点
か
ら
多

様
な
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
経
済
活
動
の
動
態
を
捉
え
る
と
い
う

認
識
の
把
握
の
視
座
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
こ

こ
で
重
要
な
の
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
経
済
分
野
に
お

い
て
国
家
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
弱
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
む
し
ろ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
に
経
済
力
を
高
め
た
新

興
国
の
台
頭
、
金
融
危
機
に
よ
る
あ
る
一
国
の
経
済
破
綻
が

全
世
界
へ
波
及
す
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
理
解
す
る

上
で
国
家
へ
の
視
座
は
変
わ
ら
ず
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ
の
眼
差
し
は
、
地
域
研
究

者
だ
か
ら
こ
そ
可
能
と
も
い
え
る
。
以
上
の
重
要
な
議
論
を

含
む
、
私
が
寄
稿
を
依
頼
し
た
研
究
者
の
論
考
は
、
概
説
的

で
あ
る
こ
と
と
、
具
体
的
な
「
地
域
」
の
事
例
を
あ
げ
て
論

じ
な
か
っ
た
が
故
に
、
地
域
研
究
の
論
文
と
し
て
は
認
め
ら

れ
ず
、「
コ
ラ
ム
」
と
し
て
の
掲
載
の
許
可
と
な
っ
た
。
結

果
と
し
て
、
執
筆
者
自
身
の
辞
退
に
よ
り
本
特
集
に
含
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

査
読
者
と
編
集
委
員
会
の
判
断
は
、
経
済
と
い
う
分
野
を

軽
視
し
た
た
め
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

う
し
た
学
会
誌
の
査
読
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
、
何
が
地
域
研

究
な
の
か
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
も
事
実
だ
。
異
例
で
は
あ
る

が
こ
う
し
た
特
集
企
画
の
背
景
も
こ
こ
に
付
記
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
取
り
組
む
地
域
研
究
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と
は
い
っ
た
い
何
の
か
、
活
発
な
議
論
が
お
こ
る
こ
と
を
待

ち
た
い
。

◉
注

＊	

１	
日
本
で
最
初
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
取
り
組
む
大

学
院
が
設
立
さ
れ
た
の
は
一
橋
大
学
で
あ
る
。
一
橋
大
学
は
一

九
九
七
年
、
大
学
院
社
会
学
研
究
科
に
地
球
社
会
研
究
専
攻

（
英
語
正
式
名
称：Institute for the Study of Global Issues

）

を
設
置
し
、
地
球
規
模
の
諸
課
題
に
取
り
組
む
学
際
的
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
始
し
た
。
そ
の
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
、
①
問
題
に
焦
点

を
あ
て
て
考
え
て
い
く
こ
と
（Issue Focused

）、
②
現
実
的

な
解
決
を
志
向
す
る
こ
と
（Solution O

riented

）、
③
西
欧
中

心
の
思
想
か
ら
の
脱
却
（de-Eurocentric
）
を
掲
げ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
構
想
と
並

行
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
取
り
組
む
学
際
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
構
想
し
た
こ
と
は
先
駆
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
専
攻
名
称
に

も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
上
智
や
同
志
社
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
」
を
日
本
語
に
す
る
こ
と
な
く
採
用
し
た
一
方
、

一
橋
大
学
で
は
地
球
社
会
研
究
と
い
う
名
称
を
発
案
し
た
。

　
　

こ
の
地
球
社
会
研
究
専
攻
の
構
想
・
設
立
に
あ
た
っ
て
は
現

場
〈
フ
ィ
ー
ル
ド
〉
を
重
視
す
る
人
類
学
者
、
社
会
学
者
が
関

与
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
関
わ
る
最
初
の
大

学
院
と
し
て
、
本
論
に
お
い
て
言
及
す
べ
き
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
①
必
ず
し
も
地
域
研
究
を
重
要
な
基
盤
に
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
と
、
②
ア
メ
リ
カ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
を
輸
入
し
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
注

釈
で
の
言
及
に
と
ど
め
る
こ
と
に
し
た
。

＊	

２	

『
ヤ
シ
ガ
ラ
椀
の
外
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翻
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